
。時代の風=東京ぷま般加膝陽子震災と責任の員投げ立害的に動けぬ国家よ[原虫提供不可]
。毎日新聞 2011年05月08日朝刊02面見出し4段写

陽子加藤件代ωj瓦
東京大教授

陽
光
に
照
ち
さ
れ
た
木
々
の
緑

が
美
し
い
。
日
本
の
津
々
浦
々
に

最
も
美
レ
い
季
節
が
訪
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

3
月
日
日
以
来
、
被

災
者
の
救
護
平
原
発
事
故
の
洗
静

化
に
不
眠
不
休
で
あ
た
っ
て
き
た

方
々
に
は
、
ど
う
か
、
季
節
の
恩

一
一
患
を
面
聞
に
受
甘
、
体
と
心
の
極
度

一
の
緊
強
を
解
い
て
い
た
だ
き
た
い

一
と
切
に
願
う
。

一
事
物
と
の
距
離
を
と
り
、
対
象

一
を
相
対
化
す
る
と
と
。
歴
史
を
学

一
ぷ
者
の
鉄
則
だ
ろ
う
。
だ
が
私
に

一
は
、
披
笈
地
の
辛
苦
を
動
画
で
一
冷

一
静
に
見
る
と
と
が
い
ま
だ
に
で
き

一
な
い
。
な
ら
ば
、
と
い
う
ζ
と
で

一
私
の
目
は
、
大
震
災
直
後
か
ら
の

一
新
聞
の
切
り
抜
き
ゃ
緊
急
増
刊
さ

一
れ
た
雑
誌
の
務
遁
へ
と
両
か
う
。

一
掲
載
紙
に
甘
い
発
言
と
み
ろ
れ

一
た
く
な
い
が
、
多
く
の
雑
誌
の
中

一
で
、
た
し
か
に
「
サ
ン
デ
ー
毎
日

一
緊
急
増
刊
東
日
杢
穴
震
荏

(
4

一
月
2
日
号
)
は
、
報
道
写
真
と
し

一
て
歴
史
に
残
る
仕
事
を
し
た
と
思

一
わ
れ
た
。
撮
影
者
、
撮
影
場
所
と

一
共
に
、
撮
影
の
日
時
が
分
の
車
位

の
自
治
体
首
長
ち
に
よ
る
、
集
落
な
情
報
提
供
や
支
援
を
な
し
え
な

単
位
の
避
難
の
受
砂
入
れ
表
明
と
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
役
場
自
体
が

そ
の
実
行
だ
っ
た
と
と
は
疑
い
な
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
現
状
を

い
。
凶
年
の
阪
神
大
震
災
の
際
、
考
膚
す
れ
ば
、
そ
の
対
応
を
責
め

あ
る
い
は
似
年
の
新
潟
県
申
越
地
る
と
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
報

震
の
際
な
ど
に
、
全
国
か
ら
受
貯
じ
ろ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
仮
設
住

た
支
援
へ
の
恩
返
し
と
い
っ
た
形
宅
へ
の
応
募
、
義
援
金
配
分
な
ど

で
の
申
し
出
が
多
か
っ
た
。
へ
の
申
請
、
児
童
・
生
徒
の
転
校

そ
の
一
方
で
、
問
題
を
残
し
た
先
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
各
種
の
公

事
例
も
あ
っ
た
。
原
発
事
故
に
よ
的
な
サ
ー
ビ
ス
供
革
と
い
う
点

る
放
射
線
被
害
を
避
げ
る
た
め
な
で
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
し
た
人

ど
、
個
人
の
発
意
や
判
断
に
よ
り
、
々
へ
の
不
利
益
・
不
公
平
は
あ
っ
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の

残

骸

が

、

早

朝

た

と

い

う

。

ま

た

、

福

島

塁

間

相

っ

て

関

与

す

べ

き

問

題

群

を

、

国

の
婿
と
余
燈
の
な
か
一
一
聞
に
横
た
馬
市
の
事
例
が
詳
細
に
報
じ
ら
れ
が
地
方
公
共
団
体
の
現
場
に
丸
投

わ

る

。

静

止

し

た

蘭

掻

ゆ

え

に

、

た

が

、

公

的

避

難

所

の

人

々

に

は

げ

し

た

点

に

と

そ

あ

る

。

M
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時

時
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郡
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品

ragJJ
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え
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川

部

で

は

、

国

が

積

極

的

に

な

す

べ
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野
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冊

目

建

設

計

郡

新

聞

記

事

の

切

り

抜

き

を

ま

と

ず

一

号

「
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法

と

は

何

か

」
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渡

新

書

)

め
て
読
ん
で
い
て
、
新
た
に
気
づ

F

は
そ
れ
を
鮮
や
か
に
教
え
る
。
日

か

さ

れ

た

と

と

も

あ

っ

た

。

震

災

?

本

国

憲

法

は

、

思

想

の

自

由

、

信

へ

の

対

応

で

、

最

も

高

く

評

価

さ

条

の

自

由

、

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

等

の

れ

る

べ

き

と

と

の

一

つ

が

、

個

々

個

人

の

権

別

を

保

障

し

て

い

る

。

ま
で
記
載
さ
れ
た
写
真
集
で
あ

る
。
地
震
発
生
の
1
時
間
後
に
は
、

津
波
が
襲
っ
た
宮
城
回
答
沼
市
平

製
回
新
港
を
ヘ
リ
か
ら
撮
影
し
て

い
た
手
塚
耕
一
郎
氏
。
そ
の
手
塚

氏
に
よ
っ
て
、

3
月
ロ
日
午
前
8

時
時
分
に
撮
影
さ
れ
た
官
議
県
気

仙
沼
市
の
鹿
野
地
区
の
1
枚
の
写

真
。
地
震
で
破
壊
さ
れ
、
津
波
で

流
さ
れ
、
火
で
焼
か
れ
た
、
車
と

配
布
さ
れ
た
支
援
物
資
が
、
自
宅

に
と
ど
ま
っ
た
屋
内
虐
避
者
に
は

当
初
、
十
分
に
は
昆
布
さ
れ
な
か

っ
た
事
実
も
あ
る
。
市
へ
の
事
債

や
燃
料
の
配
遣
も
止
め
ち
れ
た
。

成
功
の
事
例
と
筒
題
を
残
し
た

事
例
。
共
に
住
民
に
向
き
合
っ
た

の
は
、
住
民
の
生
活
に
関
与
し
て

き
た
市
町
村
の
首
長
で
あ
り
、
役

場
で
あ
り
、
地
域
の
指
導
層
で
あ

っ
た
点
で
変
わ
り
は
な
い
。
成
否

を
分
げ
た
の
は
、
国
が
責
任
を
も

価
値
観
の
多
元
化
し
た
近
代
社
会
何
が
悪
か
っ
た
の
か
。
原
子
力

に
あ
っ
て
、
上
記
の
権
利
を
保
障
災
害
対
策
特
別
措
置
法
は
、
成
立

す
る
に
は
、
国
家
は
何
を
な
す
べ
経
緯
か
ち
し
て
、
事
故
の
責
任
を

き
か
。
ま
ず
、
人
々
の
生
活
領
域
を
事
業
者
に
適
切
に
負
わ
せ
る
乙
と

私
的
な
領
域
と
公
的
な
領
域
と
に
を
主
限
と
し
て
書
か
れ
、
今
回
の

区
分
し
、
私
的
な
生
活
領
域
で
は
、
よ
う
な
菌
家
危
機
を
想
定
し
て
一
書

各
自
の
信
奉
す
る
価
値
観
に
沿
っ
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

て
生
き
る
自
由
を
保
障
し
、
他
方
、
う
な
法
を
無
造
作
に
適
用
し
、
地

公
的
な
領
域
で
は
、
考
え
方
の
相
域
の
共
同
体
を
分
断
し
た
乙
と

違
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
の
構
成
は
、
同
法
の
目
的
と
す
る
、
原
子

員
全
琢
に
共
通
す
る
利
益
を
発
見
力
災
害
か
ち
国
民
の
笠
命
、
易
体

し
、
実
現
す
る
方
法
を
冷
静
に
探
及
び
財
産
を
僅
護
す
る
、
と
の
う

求
レ
、
決
定
す
る
態
度
が
、
国
家
た
い
文
句
を
も
裏
切
っ
て
い
る
。

に
求
め
ら
れ
る
。

ζ
の
よ
う
な
国
ど
と
に
住
む
か
、
ど
の
よ
う
に

家
の
姿
勢
を
立
憲
主
義
と
い
う
。
生
き
る
か
と
い
う
、
基
本
的
な
個

今
回
の
大
災
害
応
お
い
て
、
国
人
の
選
訳
は
私
的
領
域
に
属
す
る

家
は
立
憲
主
義
的
に
振
る
舞
わ
な
と
と
で
あ
っ
た
。
公
共
の
福
祉
に

か
っ
た
。
と
れ
が
最
大
の
問
題
点
反
し
な
い
限
り
侵
害
さ
れ
て
は
な

だ
ろ
う
。
国
は
、
原
子
方
災
筈
対
ら
な
い
。
多
元
的
な
価
値
観
を
持

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
避
難
つ
個
人
が
、
私
的
嶺
域
に
お
い
て

区
域
、
d
計
画
的
避
難
区
域
、
緊
急
選
提
し
た
行
為
の
い
か
ん
に
よ
っ

時
避
難
準
備
区
域
等
と
い
っ
た
指
て
、
彼
ろ
が
受
砂
る
は
ず
の
公
的

定
を
行
い
、
住
民
に
避
難
を
指
示
領
域
に
お
砂
る
サ
ー
ビ
ス
や
便
宣

し
た
。
累
積
放
射
線
量
を
考
慮
し
、
に
差
異
が
生
じ
て
は
な
ら
な
か
っ

国
が
住
民
を
避
難
さ
せ
た
、
そ
の
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
分
間
に
あ
た
っ

決
定
は
正
し
い
。
だ
が
、
と
の
措
て
の
細
心
か
つ
周
到
な
聞
記
り
を

置
は
福
島
第

1
原
発
周
辺
の
住
民
一
行
え
る
の
は
国
家
だ
防
な
の
だ
と

の
共
同
宣
思
議
を
分
断
し
、
家
族
の
厳
然
た
る
自
負
を
、
政
府
は
抱

mYB名
分
断
し
た
。
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
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